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はじめに 

大都市交通センサスは、首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏における鉄道・バス等の大量公共輸送

機関の利用実態を把握し、公共交通施策の検討に役立てる基礎資料を提供することを目的として、昭和

35 年以来 5 年毎に実施してきました。 

この資料は、第11回目にあたる平成22年大都市交通センサスで得られた結果について、詳細に分析する

ことを目的とした「平成24年度大都市交通センサス分析調査」の主な結果についてとりまとめたものです。 

本調査の実施にあたり、多大なご協力をいただきました関係者各位に対して、あらためて御礼申しあ

げます。 

 

 

調査の目的 

これまで、大都市圏においては、通勤・通学時の交通混雑の解消や、拡大する通勤・通学圏に対して

の移動時間の短縮等を目的に、新線整備、既設線の複々線化、車両の性能向上等の施策が実施されてき

ました。 

さらに、近年、価値観の多様化や少子・高齢化の進展等に伴う社会構造の変化等から、大都市圏にお

ける公共輸送に求められる輸送サービス等の内容も多様化してきており、それに応じて、公共輸送にお

ける改善施策の内容についても、従来実施されていた輸送力等の量的拡大に加え、快適性や利便性など

の新しいニーズに対応した質的向上が必要となっています。 

大都市交通センサスは、首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏において、鉄道、バス等の大量公共輸

送機関の利用実態を調査し、各都市圏における旅客の流動量および利用経路、時間帯別利用状況、結節

点における乗換え等の実態を把握するとともに、人口分布と輸送量の関係、輸送需要構造の変化状況等

を分析して、三大都市圏における公共交通ネットワークの利便性向上、交通サービスの改善等の公共交

通施策の検討に資する基礎資料とすることを目的として実施しています。 



 
 

平成 22 年大都市交通センサス実態調査の内容 
 

 

 

（調査実施期間：平成２２年１０月～１１月） 

実態調査名 
調査対象 

首都圏 中京圏 近畿圏 

鉄道定期券・普通券等利用者調査 ３０事業者、５２０駅 １１事業者、１７０駅 ２１事業者、３８８駅

 調査票配布数／回収数 １２５万／２１万 １４．７万／２．８万 ６４．２万／９．７万

回収率 １７．０％ １８．６％ １４．０％ 

鉄道ＯＤ調査 ３３事業者、１２７路線 １１事業者、４７路線 ２２事業者、９６路線

鉄道輸送サービス実態調査 １３事業者、４６路線 ５事業者、１９路線 １０事業者、３５路線

バス・路面電車定期券・普通券等 ４１事業者、２４ﾀｰﾐﾅﾙ １５事業者、１０ﾀｰﾐﾅﾙ ２５事業者、１７ﾀｰﾐﾅﾙ

利用者調査 調査票配布数／回収数 １２．９万／２.３万 １．５万／０．３万 ４．３万／０．８万 

回収率 １７．８％ ２０．２％ １７．６％ 

バス・路面電車ＯＤ調査 ４１事業者 １５事業者 ２５事業者 

バス・路面電車輸送サービス実態調査 ４１事業者 １５事業者 ２５事業者 

乗換え施設実態調査 

鉄道駅乗換え調査 

 鉄道駅バスターミナル間乗換え調査 

 

４７５駅 

２４ターミナル 

 

１０７駅 

１０ターミナル 

 

３１６駅 

１７ターミナル 

 

鉄
道
調
査 

大
都
市
交
通
セ
ン
サ
ス

鉄道定期券・普通券

等利用者調査 

鉄道 OD 調査 

鉄道輸送サービス

実態調査 

乗換え施設 

実態調査 

バス・路面電車定期券・

普通券等利用者調査 

バス・路面電車 OD

調査 

バス・路面電車輸送

サービス実態調査 

バ
ス
・
路
面
電
車
調
査

調査区域内の調査対象鉄道駅で降車する旅客に対して調査票を配布

し、出発地、目的地、利用区間、移動目的等を調査するものです。 

鉄道利用者の駅間の流動量を調査するものです。 

調査対象となる乗換え駅やバスターミナルにおける乗換え関連施設の

整備状況や乗換え時間等を調査するものです。 

調査対象路線の車両定員数、車両編成数、運行本数から、時間帯別

の輸送力を調査するものです。 

調査対象となるバスターミナルにおいて乗降する旅客に対して調査票

を配布し、出発地、目的地、利用区間、移動目的等を調査するものです。

調査対象となるターミナルに乗り入れる系統におけるバス・路面電車

の停留所間または駅間の流動量を調査するものです。 

調査対象系統の車両定員数、運行本数から、時間帯別の輸送力を調査

するものです。 



 

 

平成 22 年大都市交通センサスの調査対象圏域 
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資料：国勢調査、カッコ内の数字は年齢階層構成比（％） 
図 調査対象圏域および圏域の夜間人口、年齢階層構成比 
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平成 22 年大都市交通センサスの活用例 

大都市交通センサスの調査結果は、国や地方公共団体における都市計画や、通勤・通学時の混雑緩和、

速達性向上、乗り継ぎ円滑化などの様々な交通施策の基礎資料として活用されています。 

特に、鉄道関連のプロジェクトの計画や事後評価のための需要予測では、属性別目的別に地域間毎に

どのような経路を利用しているかといった、鉄道利用者の経路選択特性の把握が必要となり、属性や目

的、出発地・目的地、鉄道利用経路の情報を調査した大都市交通センサスデータが活用されています。 

 

＜活用例＞ 

◇ 需要予測モデル（経路選択モデル）の構築 

◇ 全時間帯・全駅間の列車内の混雑状況の把握（混雑緩和対策への活用） 

◇ 鉄道路線間の乗換え状況の把握（乗り継ぎ円滑化、駅改良等への活用） 

◇ 時刻別の鉄道利用者の集中状況の把握（大規模災害対策への活用）   など 

 

また、大都市交通センサスの調査結果から、以下のような内容を把握することができます（一例）。 

 

集計表 内容 把握できること 

行政区間 移

動人員表 

通勤・通学定期券利用者の行政区画間の移

動人員 

 

定期券利用者がどこからどれくらい通

勤・通学しているのかを把握できます。 

 

 

初乗り・最終

降車駅間 移

動人員表 

通勤・通学定期券利用者の初乗り駅から最

終降車駅間の初乗り駅または最終降車駅別

の移動人員 

定期券利用者が通勤・通学時にどの駅で初

乗り乗車し、どの駅で最終降車しているか

を把握できます。 

駅別発着・駅

間通過人 員

表 

各路線における駅別乗降人員（乗換え人員

を含む）および駅間通過人員 

 

駅間別にどれくらい人が乗車しているか

を把握することができます。 

 

 

ターミナ ル

別乗換え 人

員表 

終日とピーク 1 時間の乗換え人員、初乗

り人員、最終降車人員（路線別、方向別）

 

 

路線間で乗換えをしている人がどれくら

いいるかを把握できます。 

初乗り・最終

降車駅間 経

路別人員表 

初乗り駅、最終降車駅の組ごとの経路別利

用人員 

通勤・通学定期券利用者が初乗り駅～最終

降車駅間でどの経路を利用しているかを

把握できます。 

 

通勤・通学所

要時間帯 別

人員表 

居住地または勤務地・就学地行政区別の通

勤・通学所要時間帯別人員 

地域別に定期券利用者がどのくらい時間

をかけて通勤・通学しているかを把握でき

ます。 

 

端末交通 手

段別人員表 

通勤・通学定期券利用者の端末交通手段別

の利用人員と平均所要時間（居住地ゾーン

から初乗り駅まで、または最終降車駅から

勤務・就学地基本ゾーンまで） 

駅別にどこから（どこまで）どのような手

段を利用して鉄道駅まで（から）移動して

いるかを把握できます。 

 



 
 

平成 22 年大都市交通センサスの分析項目（平成 24 年度調査） 
平成 24 年度調査では、下記の分析を行いました（過年度に国土交通省が実施した大都市交通センサ

スの分析調査の中で、平成 24 年度調査で初めての分析項目には［新規］の欄に○をつけています）。 

 

分析項目 新規 

(1)鉄道利用状況の分析 鉄道利用状況の経年変化の分析  

平成 22 年における鉄道利用状況の分析  

大規模開発の進捗状況と鉄道需要との関係分析  

主要都市の成熟の進展と鉄道需要との関係分析 ○ 

放射状都市鉄道における逆方向需要の特性に関する分析 ○ 

鉄道通勤者における交差通勤に関する分析 ○ 

鉄道端末交通手段の利用状況の分析  

高齢者の交通行動特性に関する分析 ○ 

私事目的（第 2 トリップ）に関する分析 ○ 

(2)鉄道輸送サービスの 
変化による効果の分析 

鉄道ネットワーク整備の効果分析  

就業開始時刻と通勤行動の関連性についての分析 ○ 

鉄道路線間乗換状況の分析  

有料着席列車の利用状況の分析 ○ 

大都市圏における公共交通整備・利用状況の変化の分析  

(3)バス利用状況の分析 バスと鉄道との連携状況に関する分析  

バスと鉄道の選択状況に関する分析  

(4)利用時刻別にみた鉄道利用者数の推計 ○ 

 

 

本資料では、上記分析項目のうち、一部の分析結果を次ページ以降にまとめています。 

本資料の分析結果の詳しい内容やその他の分析結果については「平成 24 年度大都市交通センサス分

析調査報告書」をご覧ください。 
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１．大都市圏における鉄道利用状況の変化 
 
（１）鉄道通勤・通学者数の変化 

・平成 17 年から平成 22 年の通勤・通学者数の変化をみると、首都圏、近畿圏では、通勤・通学者と

もに減少していますが、中京圏では、通勤・通学者ともに増加しています。 

・地域間の交通流動の変化をみると、首都圏では都県をまたぐような遠距離の流動が増加しています。

・中京圏では名古屋市と東方面との流動が増加、西方面との流動が減少しています。 

・近畿圏では大阪市と各地域の流動量の減少が顕著にみられます。 
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利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 鉄道通勤・通学者数の変化（平成 17 年、平成 22 年） 
 

 
図 地域ブロック間交通量の変化（定期券利用者）（平成 17 年→平成 22 年） 
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（２）鉄道通勤・通学者の所要時間の変化 

・首都圏では、平成 7 年から平成 17 年にかけて、通勤所要時間は横ばい、通学所要時間は減少傾向

にありましたが、平成 22 年では通勤・通学ともに増加に転じています。 

・中京圏、近畿圏では、平成 17 年から平成 22 年にかけて、通勤所要時間は横ばい、通学所要時間は

微減しています。 
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利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 鉄道通勤・通学者の所要時間の変化（鉄道定期券利用者） 

 

 

・平成 17 年から平成 22 年にかけて、鉄道利用者の通勤・通学所要時間が増加している首都圏では、

鉄道幹線時間（乗車時間＋乗換え時間）や鉄道乗車距離についても増加しています。 

 

41.8
44.2

42.341.9 42.9 42.1
43.6

48.0

44.5

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

通勤 通学 通勤＋通学

幹
線
時
間(

乗
車
時
間
＋
乗
換
え
時
間)

平成12年 平成17年 平成22年

(分)

23.1
24.6

23.423.9 24.9 24.124.2

27.8

25.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

通勤 通学 通勤＋通学

鉄
道
乗
車
距
離

平成12年 平成17年 平成22年

(km)

 
利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 鉄道幹線時間（乗車時間＋乗換え時間）の変化        図 鉄道乗車距離の変化 

（定期券利用者、首都圏）            （定期券利用者、首都圏） 
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・首都圏の鉄道定期券利用者について、平成 17 年と平成 22 年の通勤・通学所要時間の分布を比較す

ると、75 分未満の短い所要時間の利用者が減少し、90 分以上の所要時間の長い利用者が増加して

います。 

・また、都心 3 区以外の主要都市への通勤・通学所要時間が増加しています。 

・地域間の交通流動の変化（1 ページ）をみると、都県をまたぐような遠距離地域間の交通流動が増

加していることから、長距離通勤・通学者の増加が所要時間の増加要因の一つとして考えられます。

 

26

243

973

1,559

1,745

1,288

782

376

179

69 25 11 1322

205

847

1,460

1,674

1,287

836

431

220

88
39 14 15

0

500

1,000

1,500

2,000

15分

未満

15-

29分

30-

44分

45-

59分

60-

74分

75-

89分

90-

104分

105-

119分

120-

134分

135-

149分

150-

164分

165-

179分

180分

以上

利
用
者
数

所要時間

平成17年 平成22年

(千人/日・片道)

 

利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 通勤・通学所要時間分布の変化（定期券利用者、首都圏） 
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利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 主要都市への所要時間の変化（定期券利用者、首都圏） 
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２．属性別にみた鉄道利用状況 
 
（１）鉄道通勤者数（通勤定期券利用者） 

・男性通勤者は、首都圏・近畿圏では 30 歳代後半、中京圏では 40 歳代前半が最も多くなっています。

・女性については、３圏域ともに 20 歳代後半が最も多くなっており、30 歳代から徐々に利用者数が

減少しています。 
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利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 性別・年齢階層別鉄道通勤者数（通勤定期券利用者） 

首都圏 

中京圏 
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（２）通勤所要時間（通勤定期券利用者） 

・女性は、男性に比べて通勤所要時間が短く、男性よりも女性の方が自宅近くで働く傾向がみられま

す。 

・男性は、高齢になるほど通勤所要時間が長くなる傾向がみられますが、女性については高齢になる

ほど所要時間が短くなる傾向がみられます。 

 

 

70.1 
67.1 68.4 

70.3 
72.5 73.3 74.1 

76.2 76 .7 
75.0 

65.5 64.3 63.8 63.3 62.8 
60.4 61.1 

59.4 59 .6 60.5 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

90.0 

25歳未満 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65歳以上

男性 女性

(分)

男性平均

71.7分

女性平均

63.1分

 
 
 

 

66.2 

59.9 59.8 
62.3 63.0 

64.8 64.5 

68.9 67 .8 66.7 

59.7 
56.7 57.9 

53.9 54.9 53.7 53.9 55.0 

50 .0 49.4 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

90.0 

25歳未満 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65歳以上

男性 女性

(分)

男性平均

63.6分

女性平均

56.3分

 
 
 

58.5 

61.6 62.9 
65.1 66.2 

67.8 69.2 70.3 69 .0 68.6 

56.9 58.4 57.2 57.5 
55.5 54.8 53.9 54.8 55 .6 55.6 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

90.0 

25歳未満 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65歳以上

男性 女性

(分)

男性平均

66.0分

女性平均

56.5分

 
利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 性別・年齢階層別自宅から勤務先までの平均所要時間（通勤定期券利用者） 
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（３）自宅から鉄道駅までの利用交通手段（通勤定期券利用者） 

・首都圏では、男性は高齢ほど徒歩や自転車の割合が低くなり、バス・路面電車や車（送迎、その他）

の割合が高くなる傾向がみられ、女性は高齢ほどバス・路面電車の割合が高くなる傾向がみられま

す。 

・中京圏では、首都圏や近畿圏に比べ、徒歩の利用割合が低い一方で、自転車や車の利用割合が高く

なっています。 

・近畿圏では、首都圏と同様に高齢ほどバス・路面電車の利用割合が高くなる傾向がみられます。 
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利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 性別・年齢階層別自宅から鉄道駅までの利用交通手段構成（通勤定期券利用者） 

首都圏（男性） 首都圏（女性） 

中京圏（男性） 中京圏（女性） 

近畿圏（男性） 近畿圏（女性） 
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（４）自宅から鉄道駅までの平均所要時間（通勤定期券利用者） 

・女性は、男性に比べて自宅から鉄道駅までの平均所要時間が短くなっています。 

・男性は、高齢ほど平均所要時間が増加する傾向がみられます。 

・中京圏では、首都圏や近畿圏に比べて全体的に自宅から鉄道駅までの平均所要時間が長くなってい

ます。中京圏では、他の圏域よりも徒歩の利用割合が低い一方で、自転車や車の利用割合が高く、

比較的駅から遠い地域からの利用者が多いことが考えられます。 
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利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 性別・年齢階層別自宅から鉄道駅までの平均所要時間（通勤定期券利用者） 

首都圏 

中京圏 

近畿圏 
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３．鉄道通勤者の始業時刻と出社時刻 
 
首都圏 

・全ての地域で 8:31～9:00 を始業時刻としている割合が最も多く、全体の 4～5 割を占めています。

・都心 3 区、副都心 3 区と比べて、その周辺の地域では始業時刻が 8:30 以前となる割合が多くなっています。

・出社時刻は始業時刻と比較して分散する傾向にあります。8:01～8:30、8:31～9:00 を出社時刻とす

る割合が多くなっていますが、比較的早い時間帯（7:31～8:00）を出社時刻としている人も 1～2

割程度存在しています。 

・始業時刻の地域別の傾向と同様に、都心 3 区、副都心 3 区と比べて、その周辺の地域では出社時刻が早

い傾向にあります。 
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図 鉄道通勤者の始業時刻分布（通勤定期券利用者、23 区着） 
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図 鉄道通勤者の出社時刻分布（通勤定期券利用者、23 区着） 

利用データ：鉄道 OD 調査および 

鉄道定期券・普通券等利用者調査 

利用データ：鉄道 OD 調査および 

鉄道定期券・普通券等利用者調査 
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中京圏 

・首都圏と同様に、全ての地域で 8:31～9:00 を始業時刻としている割合が最も多くなっています。 

・名古屋市都心 4 区では、8:31～9:00 を始業時刻としている割合が 6 割を占めている一方で、名古屋

市南西部や南東部では 8:01～8:30 を始業時刻とする人も、8:31～9:00 と同程度の割合（3～4 割）

存在しています。 

・出社時刻は、全ての地域で 8:01～8:30 の割合が最も多くなっています。ただし、始業時刻と比較

して、分布形はなだらかなものとなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 鉄道通勤者の始業時刻分布（通勤定期券利用者、名古屋市着） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 鉄道通勤者の出社時刻分布（通勤定期券利用者、名古屋市着） 
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近畿圏 

・始業時刻は、首都圏・中京圏同様に、どの地域においても 8:31～9:00 の時間帯の割合が最も多く

なっています。特に、大阪市都心 3 区では全体の 6 割を占めています。 

・8:01～8:30 の時間帯の割合は、大阪市都心 3 区では約 1 割ですが、その他の地域では 2 割以上存在

するなど、分布形には地域差がみられます。 

・出社時刻については、8:01～8:30、8:31～9:00 を中心とした、始業時刻よりもなだらかな分布形に

なっています。また、比較的早い時間帯（7:31～8:00）を出社時刻としている人も 1～2 割程度存

在しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 鉄道通勤者の始業時刻分布（通勤定期券利用者、大阪市着） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

図 鉄道通勤者の出社時刻分布（通勤定期券利用者、大阪市着） 
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４．新線整備による所要時間・利用経路の変化  

・つくばエクスプレスの開業（平成 17 年 8 月）により、つくばエクスプレス沿線地域から都心部へ

の平均所要時間が短縮しています。 

・つくばエクスプレスの沿線地域から都心への鉄道利用経路の変化をみると、常磐線快速利用からつ

くばエクスプレス利用へと定期券利用者がシフトしている傾向がわかります。 

 

 
利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

注：平成 22 年において、つくばエクスプレスを利用して都心 3 区へ通勤・通学する定期券利用者が 2,000 人／日・片道以上の居住地行政区を対象とした。 

図 平成 12 年から平成 22 年にかけての都心 3 区への平均所要時間の変化（定期券利用者） 

 

 

 

上

野

野田線

柏

常磐線快速

日

暮

里

山手線、

京浜東北・根岸線

山手線、

京浜東北

・根岸線

初乗り駅

江戸川台

初 石

豊 四 季

最終降車駅

神田～品川

33%

55分（9分）

67%

58分（12分）

 

秋

葉

原

上

野

野田線

つくばエクスプレス

柏
常磐線快速

日

暮

里

山手線、

京浜東北・根岸線

山手線、

京浜東北

・根岸線

野

田

線

山
手
線
、
京
浜
東
北
・根
岸
線

初乗り駅

江戸川台
初 石

豊 四 季

最終降車駅

神田～品川

初乗り駅

流山おおたか

の森

山
手
線
、
京
浜
東
北
・根
岸
線

つくばエクスプレス

11%

55分（9分）

22%

58分（12分）

31%

54分（21分）

36%

43分（10分）

 
利用データ：鉄道定期券・普通券等利用者調査 

注：図中の所要時間は時刻表より算出した。カッコ内は乗換え時間を示している。 

図 野田線江戸川台・初石・豊四季から山手線神田～品川までの利用経路の変化（定期券利用者） 
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５．利用時刻別にみた鉄道利用者の集中状況 
 
・大規模災害発生時には、ほとんどの鉄道が運行停止になることが考えられ、特に通勤・通学時間帯

には駅や駅間に多くの鉄道利用者が集中していることが想定されます。 

・平成 22 年大都市交通センサス（鉄道ＯＤ調査）では、時間帯別の駅間利用者数を調査しています。

このデータを用いて、時刻毎の各駅や駅間の鉄道利用者の集中状況について推計を行いました。 

 

◇ 用語の定義 

① 鉄道利用中人数 

 推計対象時刻において、鉄道を利用している人の数としています（下記の②＋③）。 

② 鉄道利用者による駅利用中人数 

推計対象時刻において、鉄道駅構内で移動している鉄道利用者数としています（下図 a および c）。

③ 鉄道乗車中人数 

推計対象時刻において、鉄道に乗車している人数としています（下図 b）。 

 

④ 駅から自宅または通勤・通学先に向かうことができる人数 

「②鉄道利用者による駅利用中人数」の中には、自宅または通勤・通学先にすぐ向かうことがで

きる人が含まれており、本分析では以下の条件に該当する人数としています。 

・推計対象時刻に自宅側の初乗り駅もしくは通勤・通学先側の初乗り駅で乗車する人 

・推計対象時刻に自宅側の最終降車駅もしくは通勤・通学先側の最終降車駅で降車した人 

⑤ 鉄道利用者による駅滞留者数 

「④駅から自宅または通勤・通学先に向かうことができる人数」について、全て駅に留まること

なく、自宅または通勤・通学先に向かうものと想定し、「②鉄道利用者による駅利用中人数」か

ら④を除いた数としています。 

⑥ 鉄道利用者による駅・列車内滞留者数 

「③鉄道乗車中人数」と「⑤鉄道利用者による駅滞留者数」を合わせた数としています。 

 

※ 各指標の推計方法については「平成 24 年度大都市交通センサス分析調査報告書」をご参照ください。

b b

初乗り駅 乗換え駅 出発地 最終降車駅 目的地 

乗車 降車 乗車 降車 
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＋
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◇『鉄道乗車中人数』について 

① 並行区間における鉄道乗車中人数 

常磐線快速と常磐線各駅停車の北千住～松戸区間のような並行区間は、大都市交通センサスの駅

コード体系では路線別に分かれており、そのコード体系に基づいて路線別・駅間別に推計を行っ

ています。 

 

② 快速・急行等の列車種別別の鉄道乗車中人数 

同一路線上において快速・急行列車等、各駅停車駅を通過する列車が運行されている路線につい

ては、各駅停車を含め路線内の全駅間の乗車中時刻を推計し、各駅停車の駅間単位に鉄道乗車中

人数を推計しています。 

 

◇『鉄道利用者による駅・列車内滞留者数』について 

『鉄道利用者による駅滞留者数』は、行き場が無く駅に留まる可能性がある鉄道利用者の数を時

刻別に示していますが、通勤・通学時間帯には駅近傍に多くの列車が運行しており、列車内には

多くの乗車中の旅客が存在します。 

本資料では、『鉄道利用者による駅滞留者数』の推計結果と『鉄道乗車中人数』の推計結果を踏

まえ、鉄道駅を起点として鉄道乗車中人数を含めた鉄道駅周辺の鉄道利用者数を推計した『鉄道

利用者による駅・列車内滞留者数』についても整理しています。 

『鉄道利用者による駅・列車内滞留者数』の推計では、当該駅と隣接駅間の鉄道乗車中人数の半

数をそれぞれの駅に計上しています。 

【鉄道利用者による駅・列車内滞留者数の推計方法】 

 
なお、鉄道乗車中人数は、駅間が長い区間で多くなる傾向があり、隣接駅間との距離が長い路線・

区間をもつターミナル駅では『鉄道利用者による駅・列車内滞留者数』が多くなることに留意し

てください。 

鉄道乗車中人数の推計例（北千住～松戸（常磐線快速、常磐線各駅停車）、8:00） 

金
町 

綾
瀬 

亀
有 

常磐線快速 

常磐線 

各駅停車 

11,600 人 

900 人 

北
千
住 

松
戸 

900 人 600 人 900 人 

①Ｂ駅の鉄道利用者による駅滞留者数（1,000 人）

Ａ駅 Ｂ駅 Ｃ駅 

当該駅の鉄道利用者による駅・列車内滞留者数 

＝ ①当該駅の鉄道利用者による駅滞留者数  

＋ ②当該駅と隣接駅（手前）間の鉄道乗車中人数（上下方向計）の半数 

＋ ③当該駅と隣接駅（次駅）間の鉄道乗車中人数（上下方向計）の半数 

 下図の場合のＢ駅の『鉄道利用者による駅・列車内滞留者数」は、 

①1,000 人＋②2,000 人／２＋③3,000 人／２＝3,500 人となります。 

②Ａ駅⇔Ｂ駅の鉄道乗車中人数 

（2,000 人） 

③Ｂ駅⇔Ｃ駅の鉄道乗車中人数 

（3,000 人） 
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◇分析結果をみる際の留意点 

本分析結果は、大都市交通センサスによる推計値を示しており、分析結果をみる際には次の点に留

意してください。 

 

※ 調査時点（平成 22 年 10～11 月の平日）の状況を示しています。 

※ 大規模災害発生時には、駅周辺にいる人や鉄道以外の交通手段利用者の一部が鉄道駅に集中す

ることが想定されますが、この分析では対象時刻に鉄道を利用している人のみを対象としていま

す。 

※ 30 分～2 時間帯の駅間降車人員データを使用しており、時間帯別の利用者数を等分することで

詳細時刻の利用者数を推計しているため、実際の利用時刻分布と乖離がある可能性があります。

※ 一部の鉄道ＯＤ調査の対象外の事業者における定期券利用者は含まれていません。 

※ 鉄道利用者による駅滞留者数は、自宅または通勤・通学先にすぐ向かうことができる人を自宅

側、通勤・通学地側の初乗り・最終降車駅で乗車・降車した人とし、その全てを鉄道利用者によ

る駅滞留者数から除外していますが、実際にはそれらの人の中には、すぐに自宅または通勤・通

学先に向かわず、駅に留まる人がいることが考えられます。 

※ 首都圏において、相互直通運転により乗換えをせずに他路線へ入る利用者については、相互直

通路線の接続駅で乗換えしたものとして駅利用中人数に計上しているため、相互直通路線の接続

駅では鉄道利用者による駅利用中人数および駅滞留者数が過大に推計されている可能性があり

ます。 

※ 大規模災害発生時に列車がちょうど駅に停車している場合があり、列車内の全ての利用者がそ

の駅で降車する可能性が考えられますが、推計では駅停車中の列車内の利用者は駅滞留者として

ではなく、鉄道乗車中人数として計上しています。 
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・圏域全体における鉄道利用中人数の時刻分布をみると、どの圏域も通勤・通学鉄道利用者の多い 8:00

が最も多くなっています。 
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利用データ：「鉄道 OD 調査」および「鉄道定期券・普通券等利用者調査」 

図 鉄道利用中人数の時刻分布（全駅・全駅間合計） 

首都圏 

中京圏 

近畿圏 
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・圏域別の鉄道利用者による駅・列車内滞留者数（鉄道利用中人数から駅から自宅または通勤・通学

先に向かうことができる人数を除いた数）の時刻分布をみると、鉄道利用中人数と同様、通勤・通

学鉄道利用者の多い、8:00 が最も多くなっています。 
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利用データ：「鉄道 OD 調査」および「鉄道定期券・普通券等利用者調査」 

注：駅から自宅または通勤・通学先に向かうことができる人数を除く。 

図 鉄道利用者による駅・列車内滞留者数の時刻分布（全駅・全駅間合計） 

首都圏 

中京圏 

近畿圏 
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首都圏 

・8：00（１日の中で鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最大となる時刻）における鉄道利用者

による駅滞留者数（鉄道利用者による駅利用中人数から駅から自宅または通勤・通学先に向かうこ

とができる人数を除いた人数）を以下に示します。 

・乗換え利用者の多い山手線のターミナル駅や、都心に向かう放射方向の路線のターミナル駅におい

て鉄道利用者による駅滞留者数が多くなっています。 

 

図 鉄道利用者による駅滞留者数（8:00） 

10,000 ～

8,000 ～ 10,000

6,000 ～ 8,000

4,000 ～ 6,000

2,000 ～ 4,000

1,000 ～ 2,000

凡　例

滞留者数（人）

＜鉄道利用者による駅滞留者数が

１万人以上の駅＞ 

ターミナル名 対象駅 駅滞留者数

新宿関連
新宿、新宿三

丁目、新宿西

口、西武新宿
1.8万人

池袋 池袋 1.4万人

横浜 横浜 1.4万人

渋谷 渋谷 1.4万人

東京関連
東京、大手
町、二重橋前

1.3万人

北千住 北千住 1.1万人

利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・

普通券等利用者調査 

注：駅から自宅または通勤・通学先に向かうこ

とができる人数を除く。 
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・8:00（１日の中で鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最大となる時刻）における鉄道乗車中人

数を以下に示します。 

・都心に向かう放射方向の路線で鉄道乗車中人数が多い区間がみられます。 

 

 

図 鉄道乗車中人数（8:00） 

 

 
利用データ：鉄道 OD 調査 

注：上下方向別の駅間乗車中人数を合算して表示している。 

参考 鉄道乗車中人数（8:00、東京～横浜） 

 

4,000 ～

3,000 ～ 4,000

2,000 ～ 3,000

1,000 ～ 2,000

500 ～ 1,000

凡　例

乗車中人数（人）

利用データ：鉄道 OD 調査 

注 1：上下方向別の駅間乗車中人数を合算して

表示している。 

注 2：路線別駅間別に表示している。 

上記以外の 4 千人以上の駅間は 

「平成24年度大都市交通センサス分

析調査報告書」をご参照下さい。 

＜鉄道乗車中人数が 4 千人以上の

駅間（一部）＞ 

路線名 駅間 乗車中人数

東海道本線 品川⇔川崎 1.6万人

川崎⇔横浜 1.4万人

横浜⇔戸塚 1.3万人

戸塚⇔大船 0.5万人

新橋⇔品川 0.4万人

大船⇔藤沢 0.4万人

大森⇔蒲田 0.5万人

蒲田⇔川崎 0.5万人

品川⇔大井町 0.4万人

川崎⇔鶴見 0.4万人

京浜東北
・根岸線

: : : : : : : : : : : : :
京浜東北

・根岸線

東海道本線
東
京

新
橋

品
川

川
崎

横
浜

1.9km 4.9km 11.4km 10.6km

東
京

有
楽
町

新
橋

浜
松
町

田
町

東

神

奈

川

横
浜

: : : :

大
井
町

大
森

蒲
田

川
崎

鶴
見

新
子
安

品
川

4,000 ～

3,000 ～ 4,000

2,000 ～ 3,000

1,000 ～ 2,000

500 ～ 1,000

凡　例

乗車中人数（人）
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・首都圏のターミナルの中で、鉄道利用者による駅滞留者数が１万人以上の駅における駅・列車内滞

留者数を以下に示します。 

表 鉄道利用者による駅・列車内滞留者数（7:30～9:00） 

＜8:00 の鉄道利用者による駅滞留者数が 1 万人以上の駅＞ 

（単位：万人）

駅滞留者数 駅滞留者数 駅滞留者数 駅滞留者数

乗車中人数 乗車中人数 乗車中人数 乗車中人数

2.0 1.1 3.2 1.8 3.7 2.2 2.8 1.8

0.9 1.4 1.5 1.0

1.5 0.9 2.4 1.4 2.8 1.7 2.3 1.6

0.6 1.0 1.1 0.8

1.6 0.9 2.5 1.3 2.9 1.6 2.0 1.2

0.7 1.2 1.2 0.8

1.9 1.0 2.7 1.4 2.8 1.5 1.9 1.1

0.9 1.3 1.2 0.8

2.7 1.0 3.7 1.4 3.2 1.3 2.0 0.9

1.7 2.3 1.9 1.1

1.9 0.8 2.5 1.1 2.4 1.1 1.6 0.9

1.1 1.4 1.3 0.8

池袋 池袋

横浜 横浜

北千住 北千住

新宿関連
新宿、新宿三丁目、新宿西
口、西武新宿

渋谷 渋谷

東京関連 東京、大手町、二重橋前

ターミナル駅

7:30 8:00 8:30 9:00

対象駅
合計 合計 合計 合計

 
利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

注 1：「乗車中人数」は、当該駅と隣接駅間の鉄道乗車中人数の半数。 

注 2：千人単位で四捨五入して表記しているため、「駅滞留者数」と「乗車中人数」の合計値と「合計」の数値が一致しない場合がある。 

 

・首都圏のターミナルの中で、鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最も多い新宿ターミナルにお

ける駅・列車内滞留者数の時刻分布を以下に示します。 
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利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

注：駅から自宅または通勤・通学先に向かうことができる人を除く。 

図 鉄道利用者による駅・列車内滞留者数の時刻分布 

＜新宿ターミナル（新宿、新宿三丁目、新宿西口、西武新宿）＞ 
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利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

参考 鉄道利用中人数の時刻分布 

＜新宿ターミナル（新宿、新宿三丁目、新宿西口、西武新宿）＞ 



 

－20－ 

 

 
中京圏 

・8：00（１日の中で鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最大となる時刻）における鉄道利用者

による駅滞留者数（鉄道利用者による駅利用中人数から駅から自宅または通勤・通学先に向かうこ

とができる人数を除いた人数）を以下に示します。 

・名古屋駅や金山駅等の主要ターミナルや、名古屋駅に向かう放射方向の路線のターミナル駅で鉄道

利用者による駅滞留者の集中がみられます。 

 

 

図 鉄道利用者による駅滞留者数（中京圏、8:00） 

 

利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・

普通券等利用者調査 

注：駅から自宅または通勤・通学先に向かうこ

とができる人数を除く。 

ターミナル名 対象駅 駅滞留者数

名古屋
名古屋、名鉄名古
屋、近鉄名古屋

0.4万人

＜鉄道利用者による駅滞留者数が 

3 千人以上の駅＞ 



 

－21－ 

 

 

・8：00（１日の中で鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最大となる時刻）における鉄道乗車中

人数を以下に示します。 

・名古屋駅に向かう放射方向の路線で鉄道乗車中人数が多い区間がみられます。 

 

 

図 鉄道乗車中人数（8:00） 

 

 

 
利用データ：鉄道 OD 調査 

注：上下方向別の駅間乗車中人数を合算して表示している。 

参考 鉄道乗車中人数（8:00、名古屋～金山） 

 

: :東海道本線

名
古
屋

尾
頭
橋

金
山

:中央本線

名
古
屋

3.3km 金
山

＜鉄道乗車中人数が 2 千人以上の駅間＞

路線名 駅間 乗車中人数

東山線 名古屋⇔伏見 0.2万人

利用データ：鉄道 OD 調査 

注 1：上下方向別の駅間乗車中人数を合算

して表示している。 

注 2：路線別駅間別に表示している。 
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・中京圏のターミナルの中で、鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最も多い名古屋ターミナルに

おける鉄道利用者による駅・列車内滞留者数を以下に示します。 

 

表 鉄道利用者による駅・列車内滞留者数（7:30～9:00） 

＜名古屋ターミナル＞ 

（単位：万人）

駅滞留者数 駅滞留者数 駅滞留者数 駅滞留者数

乗車中人数 乗車中人数 乗車中人数 乗車中人数

0.3 0.4 0.4 0.5

0.3 0.4 0.3 0.2

合計 合計

名古屋
名古屋、名鉄名古屋、近鉄
名古屋

ターミナル駅

7:30 8:00 8:30

0.6 0.8 0.7 0.6

9:00

対象駅
合計 合計

 
利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

注 1：「乗車中人数」は、当該駅と隣接駅間の鉄道乗車中人数の半数。 

注 2：千人単位で四捨五入して表記しているため、「駅滞留者数」と「乗車中人数」の合計値と「合計」の数値が一致しない場合がある。 

 

 

・名古屋ターミナルにおける鉄道利用者による駅・列車内滞留者数の時刻分布を以下に示します。 
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利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

注：駅から自宅または通勤・通学先に向かうことができる人を除く。 

図 鉄道利用者による駅・列車内滞留者数の時刻分布 

＜名古屋ターミナル（名古屋、名鉄名古屋、近鉄名古屋）＞ 
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利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

参考 鉄道利用中人数の時刻分布 

＜名古屋ターミナル（名古屋、名鉄名古屋、近鉄名古屋）＞ 
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近畿圏 

・8：00（１日の中で鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最大となる時刻）における鉄道利用者

による駅滞留者数（鉄道利用者による駅利用中人数から駅から自宅または通勤・通学先に向かうこ

とができる人数を除いた人数）を以下に示します。 

・大阪市及び神戸市、京都市の主要なターミナル駅で、鉄道利用者による駅滞留者数の集中がみられ

ます。 

 

 

図 鉄道利用者による駅滞留者数（8:00） 

 

利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・

普通券等利用者調査 

注：駅から自宅または通勤・通学先に向かうこ

とができる人数を除く。 

＜鉄道利用者による駅滞留者数が 

8 千人以上の駅＞ 

ターミナル名 対象駅 駅滞留者数

大阪・
梅田関連

大阪、北新地、梅
田、西梅田、東梅田

1.3万人
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・8:00（１日の中で鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最大となる時刻）における鉄道乗車中人

数を以下に示します。 

・大阪市中心部に向かう放射方向の路線で鉄道乗車中人数が多い区間がみられます。 

 

 

図 鉄道乗車中人数（8:00） 

 

 

 
利用データ：鉄道 OD 調査 

注：上下方向別の駅間乗車中人数を合算して表示している。 

参考 鉄道乗車中人数（8:00、大阪～尼崎） 

 

 

: :

福知山線
大
阪

7.7km 尼
崎

:

東海道本線
大
阪

塚
本

尼
崎

＜鉄道乗車中人数が 3 千人以上の駅間＞ 

路線名 駅間 乗車中人数

東海道本線 新大阪⇔大阪 0.3万人

塚本⇔尼崎 0.3万人

西神・山手線 妙法寺⇔板宿 0.3万人

利用データ：鉄道 OD 調査 

注 1：上下方向別の駅間乗車中人数を合算

して表示している。 

注 2：路線別駅間別に表示している。 



 

－25－ 

 

 

・近畿圏のターミナルの中で、鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が多い大阪・梅田ターミナルお

よび天王寺ターミナルにおける鉄道利用者による駅・列車内滞留者数を以下に示します。 

 

表 鉄道利用者による駅・列車内滞留者数（7:30～9:00） 

＜大阪・梅田ターミナル、天王寺ターミナル＞ 

（単位：万人）

駅滞留者数 駅滞留者数 駅滞留者数 駅滞留者数

乗車中人数 乗車中人数 乗車中人数 乗車中人数

0.8 1.3 1.1 0.8

0.7 1.0 0.9 0.5

0.4 0.6 0.6 0.3

0.3 0.5 0.4 0.2

大阪、北新地、梅田、西梅
田、東梅田

天王寺関連 0.7 1.1 1.0 0.5 天王寺、大阪阿倍野橋

合計 合計 合計 合計

大阪・梅田関連 1.5 2.3 2.0 1.3

ターミナル駅

7:30 8:00 8:30 9:00

対象駅

 
利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

注 1：「乗車中人数」は、当該駅と隣接駅間の鉄道乗車中人数の半数。 

注 2：千人単位で四捨五入して表記しているため、「駅滞留者数」と「乗車中人数」の合計値と「合計」の数値が一致しない場合がある。 

 

・近畿圏のターミナルの中で、鉄道利用者による駅・列車内滞留者数が最も多い大阪・梅田ターミナ

ルにおける鉄道利用者による駅・列車内滞留者数の時刻分布を以下に示します。 
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利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

注：駅から自宅または通勤・通学先に向かうことができる人数を除く。 

図 鉄道利用者による駅・列車内滞留者数の時刻分布 

＜大阪・梅田ターミナル（大阪、北新地、梅田、東梅田、西梅田）＞ 
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利用データ：鉄道 OD 調査および鉄道定期券・普通券等利用者調査 

参考 鉄道利用中人数の時刻分布 

＜大阪・梅田ターミナル（大阪、北新地、梅田、東梅田、西梅田）＞ 

 


